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灘難懸　　磁撚

嚢霊i菰　帯毒撒＿一

（
奴
奈
川
小
学
校

　
水
上
ボ
ブ
ス
レ
ー
大
会
）

螺
懸畢．

も
特
別
参
加
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

は
楽
し
い
運
動
会

《人口の動き》

　6月末現在

、

羅　
鰯

　
彗

　
　
寮

　
　
　
騰

　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
撰

　
　
　
　
　
　
　
懲

ぜ

難

ぺ一ジ A　　盤　　聯　　観　　　　　鱒　　漢

2～3 施行後3ヵ月ふるさと定住促進条例該当者他

4－51臨鍵離撮轄蓬鰯齢融魏
6～7第5回上越地区ゲートボール選手権大会他

8～9　越後蒙灘蓼糞灘繕難韓縷禦簸蒸灘裟叢聾難霧叢嚢馨

10～11松代町の野鳥シリーズ⑳アオバズク

12～13聡麟鑛慧蓬鳩ぼ

14司5リゾート従断ゲーム大会・ひと

16饗譲・園叢

男2，638（＋1）　女2，658（一2）　計5，296（一1）　世帯数1，543（一1）

出生3　死亡2　転入6　転出8
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故

　
松
代
高
校
を
卒
業
し
て
五
年
に

な
り
ま
し
た
。
卒
業
と
同
時
に
東

京
へ
と
故
郷
を
後
に
し
就
職
し
ま

し
た
。
東
京
に
は
、
松
代
に
無
い

物
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
見
る
物

聞
く
こ
と
、
初
め
て
経
験
す
る
こ

と
ば
か
り
で
、
毎
日
が
充
実
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し

東
京
と
い
う
所
に
も
欠
点
は
あ
り

ま
す
。
東
京
に
は
、
自
然
と
い
う

》澤

㌔

ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例

該
当
者

　
r
　
・

銀

撫
、

宕

柳

あ
な
た
の
予
想
は
何
人
？

好

言
葉
が
当
て
は
ま
る
所
が
少
な
く
、

毎
日
が
慌
し
く
、
休
ま
る
所
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
東
京

で
の
生
活
に
息
詰
ま
り
を
感
じ
て

い
た
と
こ
ろ
に
松
代
で
の
就
職
の

話
が
持
ち
上
が
り
、
帰
郷
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に

そ
の
こ
ろ
一
生
を
共
に
し
て
く
れ

る
女
性
が
い
ま
し
た
。
二
人
で
帰

郷
に
つ
い
て
何
度
も
話
し
合
い
、

瀧矯｛、震

繁難

繍

難
懸

糖
揃

諜

　柳　好一さん

（株）司工務店勤務

24才（松代）

彼
女
も
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
松
代
で
の
生
活
も
早
一
年
が
過

ぎ
、
両
親
、
妻
子
共
々
楽
し
い
毎

日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
松
代
に
戻
っ
て
き
て
良
か
っ

た
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
代
町
も
今
で
は
、
若
者
を
対

象
と
し
た
行
事
も
増
え
、
町
ぐ
る

み
で
活
気
あ
る
松
代
町
を
作
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
町
づ
く

り
に
も
っ
と
も
っ
と
若
者
か
ら
進

ん
で
参
加
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
町
を
出

て
行
っ
た
若
者
達
に
、
カ
エ
レ
コ

ー
ル
を
送
り
、
若
者
の
あ
ふ
れ
る

松
代
町
に
皆
ん
な
で
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
勿
論
、
私

も
努
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

h
・
一
一
。
．
一
一
＝
・
＝
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一
一
9
■
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一
一
一
＝
・
一
三
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。
一
．
」
＝
一
。
一
。
．
一
一
＝
・
一
甲
＝
一
一
＝
・
一
一
一
璽
一
一
＝
。
一
．
．
．
。
一
＝
一
一
一
．
甲
一
置
＝
。
一
．
＝
一
一
＝
鴨
一
一
＝
3
＝
．
＝
＝
曹
6
三
二
．
・
一
一
、

｝
「
若
者
よ
、

｝
帰
つ
て
こ
い
つ
て

ハ
　
　
　
や
D
そ
」

若
鱗
、
罐
編
舗
暦

進
条
例
」
も
、
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
三
か
月
。
こ
の
間
の
該
当
者
数

は
、
新
規
就
労
者
報
奨
金
九
人
（
男

性
六
人
女
性
三
人
）
、
結
婚
祝
金
八

組
、
出
生
祝
金
八
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
予
想
と
比
べ
て

い
か
か
で
し
ょ
う
か
？
　
新
規
就

労
者
報
奨
金
の
該
当
者
が
、
意
外

に
多
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
？

そ
こ
で
今
回
は
、
新
規
就
労
者
報

奨
金
の
該
当
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
み
ま
し
た
。

　
実
は
先
日
、
戸
籍
係
か
ら
、
四

月
一
日
現
在
の
年
齢
別
階
層
人
口

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
松

代
町
に
住
む
二
十
五
才
の
人
が
三

十
四
人
（
男
1
8
女
1
6
）
二
十
六
才

の
人
が
四
十
人
（
男
2
2
女
1
8
人
）

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
高
校
の
卒

業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
元
に
残

ら
な
い
と
い
う
現
実
か
ら
考
え
る

と
、
本
当
に
こ
ん
な
に
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
　
信
じ
ら
れ
な
い
と
言

う
の
が
実
感
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
該
当
者
の
数
か
ら
、
U
タ

ー
ン
者
が
以
外
に
多
い
こ
と
を
知

り
、
納
得
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
紹
介
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

上
の
文
章
は
、
新
規
就
労
者
報
奨

金
制
度
の
一
番
目
の
該
当
者
と
な

っ
た
、
柳
好
一
さ
ん
に
お
願
い
し

た
も
の
で
す
が
、
今
の
都
会
に
住

む
若
者
の
気
持
が
、
よ
く
表
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
気

持
は
、
成
人
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
も
出
て
い
ま
す
し
、
こ
の
広

報
の
十
五
ぺ
ー
ジ
の
「
ひ
と
」
の

欄
で
佐
藤
靖
子
さ
ん
も
同
じ
よ
う

に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
便
利
で

情
報
も
多
い
ん
だ
け
れ
ど
、
人
間

性
や
自
然
が
無
い
。
東
京
に
は
あ

ま
り
住
み
た
く
な
い
」

　
こ
う
い
っ
た
若
者
の
U
タ
ー
ン

を
願
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

制
度
で
す
が
、
今
後
も
、
若
者
の

定
住
の
た
め
の
、
い
ろ
い
ろ
な
施

策
が
行
わ
れ
、
こ
の
制
度
の
該
当

者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
報
奨
金
（
十
万
円
）
の

使
い
道
を
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
「
ま
だ
、
決
め
て
い
な
い
。

取
り
あ
え
ず
貯
金
す
る
」
と
言
う

人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
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柳　雅彦さん
まつだい町農協勤務

　23才（犬伏）

鵡軸冨　・　己1『1’　　11一

本柳伸一さん

原田屋精肉店勤務

　24才（仙納）

山岸和美さん
　自営（和裁）

　24才（蒲生）

艸仲・ン（

「
鍵

小島　功さん

まつだい町農協勤務

　22才（犬伏）

牧田直子さん
㈱丸和ボーリング勤務

　　24才（峠）

若月浩一さん

㈱室野建設勤務
　19才（海老）

鈴木　孝さん
林屋板金（自営）

　30才（松代）

膨

本柳光枝さん
大和電子松代工場勤務

　　21才（仙納）

結
婚
祝
金
該
当
者

仲
村
一
弘
・
洋
子
さ
ん
（
儀
明
）

丸
山
久
一
・
久
美
子
さ
ん
（
蒲
生
）

柳
政
一
郎
・
仁
重
さ
ん
（
苧
島
）

柳
　
　
豊
・
節
子
さ
ん
（
苧
島
）

樋
口
　
彰
・
淳
子
さ
ん
（
松
代
）

関
谷
良
一
・
容
佐
さ
ん
（
松
代
）

佐
藤
丈
行
・
春
枝
さ
ん
（
滝
沢
）

佐
藤
堅
一
・
研
玉
さ
ん
（
滝
沢
）

　
』
曝
蚕
』
耀
く
■
フ
墾
璽
ヲ
襲
■
フ
暮
』
璽
蚕
』
璽
く
■
フ
』
璽
ξ
』
璽
蚕
』
竃
《
■
フ
』
璽
唾

若
井
鰹
ち
・
ん
好
平
ボ
（
松
代
）

　
　
ゆ
う
　
き

高
橋
勇
貴
ち
ゃ
ん
剛
ボ
　
　
（
儀
明
）

柳
さ
を
り
ち
・
ん
康
太
郎
ボ
（
苧
島
）

　
　
ゆ
う
す
け

重
野
雄
介
ち
・
ん
孝
雄
ボ
（
松
代
）

柳
あ
ゆ
み
ち
・
ん
芳
夫
さ
ん
（
犬
伏
）

山
本
あ
ゆ
み
ち
・
ん
浩
ボ
（
犬
伏
）

　
　
ま
さ
　
と

川
崎
真
人
ち
・
ん
三
千
夫
ボ
（
桐
山
）

　
　
よ
し
　
き

田
邊
良
樹
ち
・
ん
政
彦
ボ
（
寺
田
）

講
藩
懲
溝
羅
綴

　
　
　
糧
灘
講
翻
鰻
楼
、

　
叢
灘
鑛
難
雛
繋
慧
懇
欝
醐
灘
馨

懇
鑛
繍
騰
灘
醗
撒
灘
灘
難
灘
欝

纈
撚
幾
難
灘
灘
雛
縷
．

灘
灘
難
議
欝
鎌
灘
灘
灘

鞭
鞍
騰
難
磯
犠
鑛
欝
難
繋
灘
蕪
、

灘
簸
欝
灘
ー
灘
嚢
難
羅
難
縫
懇

難
灘
灘
蒙
霧
懸
繕
灘
慧
機
灘
、
“

難
篠
．
附
繋
縫
鑓
欝
灘
灘
縫
繋
難

鶴
鐡
鞭
鑛
灘
難
贈
叢
灘
鐵
繋
．

難
叢
鞭
鵜
馨

　
繋
灘
欝
騰
霧
羅
櫻
懇
顯
欝
鑛
難

鞭
魏
翻
懇
縷
　
難
騰
麟
繍
懸
羅
懸

欝
難
鍵
鱗
霧
灘
　
心
∞
縫
難
難
義
灘

欝
難
欝
灘
鞭
鰻
難
雛
繋
．

灘
欝
馨
霧
灘

　
灘
繋
騰
難
簸
難
獲
縫
購
響
鑛
灘

灘
鞭
欝
灘
縫
礫
難
灘
羅
　
難
灘
欝

贈
灘
鑛
蝶
鑛
．
鑛
鋤
灘
雛
難
懇

難
嚢
嚢
翻
．
簾
叢
鑛
鐵
灘
灘
鐵
灘

▲出生祝金一号該当者の

岩井晃ちゃんとお母さん

の愛子さん（6人出産）

灘
．　

懇
雛
鑛
懇

縫
難
懇
欝
灘
礫

騰
灘
繊
鰻
繕
鑛

欝
雛
鐵
懇
難
難

難
欝
灘
叢
翻
鱗

犠
難
懇
鐵
騰
懇

羅
欝
懇
灘
霧
．
綴

懸
糠
繋
．
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！：・鷺鵜振醒鋳摺ノ矯～摺欝’欝群繍醒3謹ξ醗1欝欝鍛鋸1鹸ミ1嫌鐙㍑ 総養撚欝鶴

＞莇
平
小
学
校

▲蓬平小学校（lo日）

灘躍辮

〉参
加
者
一
五
七
名

　
（
2
日
～
3
日
）

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

〈
穂鰯

、糞灘購療・

携顯、灘羅馨饗、

▼

松代小学校運動会（3日）

▼

難

　
　
　
　
　
（
3
日
）

蒲
生
小
学
校
運
動
会

く
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！！蹄盤憩鰯客厩：：

醤
鷺

劇撮隅
横
關
薗
阻
一
獣

灘劉鳳撚燃…｝齪響……
む
む
き
ヤ
ヨ
き
キ
を
ち
も
も
も
へ
も

騨撫澱
も
、
魅
、
、
鵯
も
覧
転
も
も
、
、　

　
》

第
ら
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
総
合
体
育
館
1
0
日
）

優
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

松
代
口
ー
ジ
ン
会

松
苧
九
麟
会

松
代
教
員
チ
ー
ム

室
野
青
年
会

羽
根
の
会

氏大会会長関田療

　　　く耳
　　　　］
　　　　ノ」

　　　　差
　　　　一
　　　　木

レ
日

回上越地区ゲートボ
権大会（町民グランド

　
　
　
　
　
（
1
7
日
）

儀
明
小
学
校
運
動
会

く

学校

灘

鵬

穂
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

》第
7
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
ー
7
日
）

優
勝
伊
沢
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
ズ

ニ
位
松
代
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ズ

三
位
上
町
ナ
イ
ス
ボ
ー
イ
ズ
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松
代
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

上
越
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
は
稲
田
四
ツ
葉
会
チ
ー
ム
（
上
越
市
）

　
会
員
の
親
善
交
流
と
県
大
会
の

予
選
を
目
的
と
し
た
第
五
回
新
潟

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
上
越
地
区

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、

六
月
十
五
日
松
代
町
民
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
上
越
地
区
二
十
二
市
町
村
か

ら
、
各
市
町
村
の
予
選
を
経
て
選

》
堂
々
の
入
場
行
進

鱗
懸
麗

抜
さ
れ
た
六
十
六
チ

ー
ム
（
約
五
百
名
）

が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
朝
の
う
ち
は
薄
日

も
差
す
、
絶
好
の
ゲ

　
　
　
　
　
ひ
　
よ
り

ー
ト
ボ
ー
ル
日
和
だ

っ
た
の
で
す
が
、
午

前
十
時
を
過
ぎ
た
頃

か
ら
、
心
配
さ
れ
た

雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
降

り
始
め
、
次
第
に
雨

足
も
速
ま
っ
て
、
あ

い
に
く
の
天
候
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
「
そ
ん
な
こ

と
に
は
負
け
て
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
勝
つ
ま

で
は
」
と
雨
ガ
ッ
パ

を
着
て
の
大
奮
戦
。
皆
さ
ん
の
熱

意
が
通
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
昼

過
ぎ
か
ら
は
雨
も
小
降
り
に
。

　
か
な
り
離
れ
た
相
手
チ
ー
ム
の

ボ
ー
ル
に
自
分
の
ボ
ー
ル
を
当
て

「
う
ま
い
な
ー
」
と
周
り
の
人
か

ら
感
心
さ
れ
る
人
、
近
い
ボ
ー
ル

を
外
し
て
し
ま
っ
て
思
わ
ず
頭
を

か
く
人
、
ま
た
、
な
か
な
か
一
番

ゲ
ー
ト
を
通
過
で
き
な
い
で
、
地

団
太
を
踏
ん
で
い
る
人
等
、
悲
喜

こ
も
ご
も
の
一
日
で
し
た
。

　
我
が
松
代
町
か
ら
は
開
催
町
村

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
六
チ
ー
ム

＞
力
強
い
宣
誓

　
　
　
太
平
チ
ー
ム

灘

が
参
加
し
た
の

で
す
が
、
お
客

さ
ん
に
花
を
持

た
せ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
す
る
こ

と
な
く
、
す
べ

て
の
チ
ー
ム
が

午
前
中
に
は
姿
を
消
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
皆
さ
ん
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
来
年
こ
そ
は
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

柳
兼
松
さ
ん

▲堂々と力強く、雨にも負けず頑張ったのですが・

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
　
稲
田
四
ツ
葉
会
（
上
越
市
）

二
位
　
大
潟
町
B
（
大
潟
町
）

三
位
　
大
潟
町
A
（
大
潟
町
）

四
位
　
妙
高
高
原
町
A

　
　
　
　
　
　
　
（
妙
高
高
原
町
）

五
位
　
新
井
A
（
新
井
市
）

　
　
　
妙
高
（
妙
高
村
）

　
な
お
、
こ
の
六
チ
ー
ム
が
、
七

月
二
十
二
日
に
新
潟
市
で
行
わ
れ

る
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。
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軽
ス
ポ
灘
…
灘
、
穰
．
斎
秘
冴
“
ま
し
ょ
う

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
気
楽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

　

友
と
し
て
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
総
合
体

育
館
と
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に

ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
と
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
誰
に
で
も
で
き
て
ル
ー
ル
も

簡
単
。
遠
慮
な
し
に
参
加
し
て
下

さ
い
。

①
日
　
時

　
8
月
5
日
㈹
　
午
前
9
時
か
ら

②
種
目
と
会
場

・
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
（
総
合

　
体
育
館
）
男
女
年
齢
は
問
い
ま

　
せ
ん
。
1
0
本
の
ピ
ン
を
五
人
一

　
組
で
相
手
チ
ー
ム
よ
り
早
く
倒

　
し
た
方
が
勝
ち
で
す
。

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
町
民
グ
ラ

　
ン
ド
）
小
学
四
年
生
以
上
な
ら

　
だ
れ
で
も
。
8
個
の
ホ
ー
ル
ポ

　
ス
ト
に
木
製
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

　
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
少
な
い
打
数

　
で
終
了
し
た
人
が
勝
ち
。

③
表
彰
　
両
種
目
と
も
一
位
か
ら

　
三
位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

④
申
し
込
み
　
事
務
局
（
総
合
体

　
育
館
内
）
へ
直
接
か
ま
た
は
回

　
覧
す
る
申
し
込
み
用
紙
で
、
お

　
申
し
込
み
下
さ
い
。

⑤
参
加
料
　
無
料

助
か
る
は
ず
の
命
な
ら
助
け
て
あ
げ
た
い

　
　
知
つ
て
い
る
と
便
利
な
救
急
法

　
子
ど
も
か
お
ぼ
れ
た
、
お
父
さ

ん
が
倒
れ
た
、
意
識
が
な
い
、
呼

吸
が
な
い
、
こ
ん
な
時
家
族
は
何

も
で
き
な
い
ま
ま
、
慌
て
ふ
た
め

く
ば
か
り
。
私
達
救
急
隊
が
現
場

に
駆
け
つ
け
た
時
は
す
で
に
救
命

の
チ
ャ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
す
．

　
呼
吸
が
停
止
し
て
も
心
臓
は
し

寸
刻
を
争
っ
て
人
工
呼
吸
す
れ
ば

助
か
る
確
率
は
高
い
の
で
す
。

　
呼
吸
、
心
停
止
後
の
時
間
経
過

と
そ
生
率
は
、

　
1
分
後
…
…
…
9
7
％

　
2
分
後
…
…
…
9
0
％

ば
ら
く
動
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

蒲
生
地
区
農
免
農
道
着
工
へ

　
　
　
六
月
二
十
九
日
県
農
地
部
長
を
招
い
て
起
工
式

　
前
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨
も
、

嘘
の
様
に
晴
れ
上
が
っ
た
六
月
二

十
九
日
、
県
の
山
口
農
地
部
長
、

高
橋
県
議
等
を
お
招
き
し
て
「
蒲

生
地
区
農
免
農
道
」
工
事
の
起
工

式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
農
免
農
道
は
、
蒲
生
地
域

住
民
の
長
年
の
希
望
が
実
っ
た
も

の
で
、
完
成
す
る
と
蒲
生
坪
池
地

内
と
松
代
善
宗
塚
地
内
を
結
び
、

ま
た
池
尻
居
村
地
内
と
も
松
代
高

畑
地
内
で
接
続
す
る
幅
員
五
メ
ー

ト
ル
、
延
長
五
千
八
百
メ
ー
ト
ル

（
総
工
費
七
億
五
千
万
円
）
の
道

路
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

百
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
と
約
百

二
十
戸
の
農
家
が
恩
恵
に
浴
す
る

こ
と
に
な
り
、
今
後
は
、
ほ
場
整

備
や
農
業
の
機
械
化
が
一
段
と
進

み
、
営
農
効
率
が
高
ま
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
．

3
分
後
…
…
…
7
5
％

4
分
後
…
…
…
5
0
％

5
分
後
…
…
…
2
5
％

　
m
分
後
…
…
…
O
％

　
万
一
の
場
合
に
備
え
、
人
工
呼

吸
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
救
急
法
を

100％

90％

75％

50
％

　25
％

0 2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　10分

そ
生
率

艀
マ
ス
タ
ー
し
ま

せ
ん
か
．

　
松
代
分
遣
所

で
は
、
い
つ
で

も
「
救
急
構
習

会
」
が
で
き
る

よ
・
つ
準
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連

絡
下
さ
い
．

〔
電
話
〕

ク
ド
ワ
ヨ
つ
り
　
　
ロ

　
　
　
救
急
係

醗図〕讐難！
修　　②、1
丸
＼

③　／ノ　㊨∠

》

太
線
が
農
免
農
道
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グ
ア
ム
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴

　
松
代
城
足
軽
と
し
て
、
グ
ア
ム

遠
島
を
申
し
つ
け
ら
れ
、
今
日
五

月
二
十
三
日
は
、
上
野
が
集
合
場

所
で
あ
っ
た
。
各
足
軽
が
向
か
っ

た
最
初
の
関
所
は
、
成
田
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
通
行
手
形
を
見
せ
た

各
足
軽
は
、
グ
ア
ム
島
に
向
う
飛

行
機
に
乗
り
こ
ん
だ
。
二
十
四
日

グ
ア
ム
島
に
た
ど
り
着
い
た
。
グ

ア
ム
島
　
　
　
　
　
は
予
想
以
上

籍．

4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
び

泣
き
遠
島
さ
れ
て
い
た
四
人
の
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

士
が
、
銭
は
ほ
と
ん
ど
失
い
な
が

ら
も
、
何
と
か
無
事
戻
っ
て
来
ま

し
た
の
で
、
体
験
文
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

島田
陵
治
（
東
京
都
）

の
暑
さ
で
あ
っ
た
。
関
所
を
通
り

抜
け
、
そ
の
後
、
島
の
牢
獄
に
連

れ
て
行
か
れ
た
。
そ
の
牢
獄
は
な

ん
と
、
海
の
そ
ば
に
あ
り
、
プ
ー

ル
付
き
の
大
き
な
建
物
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
一
時
、
体
を
休
め
島
の
偵

察
に
向
か
っ
た
。
そ
の
日
、
島
で

は
あ
ま
り
自
由
が
利
か
ず
、
バ
ス

で
連
れ
て
行
か
れ
る
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
最
も
自
由
の
利
く

場
所
は
、
南
蛮
渡
来
の
お
土
産
売

場
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
量
の
お

土
産
を
買
い
求
め
た
。
そ
こ
で
多

　
　
　
　
　
く
の
小
判
を
失
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
日
を

前
編
と
　
　
〃

後
編
の
二
回
に
分

け
て
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、

来
月
号
も
お
楽
し
み
に
！

働
励

終
え
た
．

　
二
十
五
日
か
ら
は
、
各
足
軽
は
、

自
分
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

別
行
動
を
取
っ
た
。
自
分
達
は
、

ジ
エ
ッ
ト
ス
キ
ー
な
る
乗
り
物
に

乗
り
、
海
上
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の

後
、
砂
浜
で
体
を
焼
く
の
も
大
事
『

な
仕
事
で
あ
る
．

　
二
十
六
日
自
分
達
は
、
グ
ア
ム
，
　

島
の
は
ず
れ
、
コ
コ
ス
島
に
遠
島

に
な
っ
た
。
コ
コ
ス
島
に
行
く
に

は
、
グ
ア
ム
島
の
南
に
位
置
す
る
、
、

港
か
ら
、
舟
で
行
く
の
で
あ
る
。

そ
の
島
は
小
さ
な
島
で
、
気
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
も
ぐ

良
い
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
素
潜
p

り
を
行
い
、
海
の
景
色
を
楽
し
ん

だ
。
そ
の
日
は
、
日
本
に
帰
る
日

で
も
あ
っ
た
。
足
軽
達
は
、
島
の

関
所
に
向
か
い
、
飛
行
機
に
乗
り
、

こ
ん
で
、
グ
ア
ム
島
に
別
れ
を
告

げ
た
。

　
二
十
七
日
、
成
田
に
無
事
着
き
、

　
　
　
グ
ア
ム
遠
島
を
終
え
た
。

　
　
　
各
足
軽
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、

　
　
　
山
の
よ
う
な
お
土
産
と
、

　
　
　
土
産
話
を
持
ち
、
各
家
に
歩

　
　
　
帰
っ
た
．

　
　
　
　
グ
ア
ム
島
の
報
告
を

％
’
　
　
松
代
城
主
に
告
げ
る
。

　
ノ
　
　
づ
ノ

　
〃
足
軽
鶴
田
陵
治

　
　
　
　
．
！

　
　
　
　
　
　
　
形
”

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
！

献
血
を
お
願
い
し
ま
す

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
　
7
月
2
1
日
（
土
）
～
8
月
2
0
日
（
月
）

　
気
を
つ
け
て
　
い
ね
む
り

一
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

二
、

　
ス
ピ
ー
ド

こ
の
時
期
は
、

　
し
た
長
距
離
運
転
で
、

　
運
転
や
脇
見
運
転
が
原
因
の
死

　
亡
、
重
大
事
故
が
数
多
く
発
生

　
し
て
い
ま
す
。

三
、
松
代
町
に
お
い
て
も
、
重
大

　
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
人
身
事

　
故
も
す
で
に
三
件
発
生
し
、
二

　
名
が
重
傷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
事
故
を
起
こ
さ
な

気
の
ゆ
る
み

休
暇
を
利
用

　
　
居
眠
り

い
よ
う
、
ま
た
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

、　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
膨

い
○　

　
　
　
　
　
　
　
　
謝

○ノ
　
フ
／

　
〃
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
％

　
　
　
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
も
ド
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
汐
～

　
　
　
　
　
　
　
　
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
仰
軌

　
　
　
　
◎
～
器
避

　
　
　
　
　
　
　
疑
㌔

なくそう、悲惨な交通事故
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遠
島
旅
行
に
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
あ
の
冬
の
陣
か
ら
三
ヶ
月
経
ち
、

忘
れ
か
け
て
い
た
記
憶
を
今
、
思

い
出
し
て
、
鉛
筆
を
進
め
て
い
る
位

初
め
て
の
海
外
旅
行
だ
っ
た
の
で
、

命
の
覚
悟
は
し
て
い
た
。

　
飛
行
機
に
乗
り
、
加
速
し
て
離

陸
の
時
は
、
全
身
に
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
が
走
り
、
一
秒
が
一
分
位
に
感

じ
た
。
機
内
食
に
つ
い
て
は
、
田

舎
者
ま
る
出
し
の
記
憶
が
残
っ
て

い
る
の
で
、
書
か
な
い
事
に
す
る
。

目
的
地
に
着
い
た
時
は
、
暑
く
て

ム
ワ
ー
と
し
た
。
そ
ん
な
中
を
日

本
人
観
光
客
（
空
港
の
ほ
ぼ
全
員
）

　
　
　
て
…
…

田
祐
樹
（
埼
玉
県
）

は
、
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
入
国
手

続
き
を
し
て
い
た
。
ク
ー
ラ
ー
の

利
い
た
バ
ス
で
、
ホ
テ
ル
ヘ
向
か

う
。
日
本
語
で
書
か
れ
た
看
板
に

思
わ
ず
爆
笑
。
や
は
り
日
本
人
相

手
だ
か
ら
、
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ホ
テ
ル
は
エ
ア
コ
ン
な
ん
て
な

い
し
、
飯
が
付
い
て
い
な
い
の
に

は
困
っ
た
。
お
ま
け
に
、
二
日
続

き
で
停
電
が
あ
り
、
水
が
飲
め
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
常
夏
の
島

な
の
で
、
海
が
青
い
事
に
は
感
動

し
た
し
（
新
潟
県
の
海
は
緑
っ
ぽ
・

い
か
ら
）
向
こ
う
で
し
か
見
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
’
　
・
．
魏

》
右
か
ら
岡
田
祐
樹
さ
ん
、
村
山
達
三
隊
長
、

　
山
岸
真
志
さ
ん
、
鶴
田
陵
治
さ
ん

美
素
全
人
さ
ん
、

蝋3

顧

い
樹
木
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

　
買
物
は
、
ド
ル
だ
っ
た
の
で
、

何
だ
か
ん
だ
分
か
ら
ず
に
、
買
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
上
に
物
が
高

い
の
で
、
そ
の
日
の
朝
食
と
昼
食

が
食
え
な
い
ほ
ど
お
金
を
使
っ
て

し
ま
っ
た
。
食
事
は
一
日
に
し
て

四
十
五
ド
ル
、
日
本
円
に
し
て
七

千
円
位
だ
っ
た
か
ら
怖
い
も
の
だ
。
、

　
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
来
、

た
が
、
案
内
人
が
野
戦
服
で
、
出
、

て
来
た
の
に
は
驚
い
た
。
で
か
い

体
で
、
日
本
製
の
ト
ラ
ッ
ク
を
改

造
し
た
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
運
転
、

が
荒
っ
ぽ
く
、
い
つ
振
り
落
さ
れ

る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
バ
ス
だ
・

っ
た
が
、
私
達
を
い
ろ
い
ろ
な
観

光
地
へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
。
中

で
も
、
横
井
庄
一
さ
ん
が
二
十
八

年
間
住
ん
で
い
た
家
跡
に
来
た
時

は
、
す
ご
い
家
に
住
ん
だ
の
だ
な
、

あ
と
思
う
と
同
時
に
、
太
平
洋
戦

争
の
傷
跡
が
、
ま
だ
残
っ
て
い
る

の
に
は
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
（
親
子
で
一
緒
に
い
た
か
わ
い

い
姉
ち
ゃ
ん
は
今
ど
う
し
て
い
る

か
な
あ
。
）
な
ん
て
バ
カ
な
事
は
書

か
な
い
で
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ

楽
し
ん
だ
旅
行
で
し
た
が
、
来
年

は
も
り
と
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
来
年
は
君
が
当
た
る
か
も
…
…
。

暑
さ
本
番
！
水
泳
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
町
内
の
プ
ー
ル
（
第
一
・

松
代
、
第
二
・
室
野
、
第

三
・
蒲
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
で
水
泳
を
楽
し

み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を

し
、
暑
い
夏
を
乗
り
き
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
プ
ー
ル
の

　
　
開
設
期
間
と
時
間

○
期
間

　
七
月
一
日
～
九
月
十
五

　
日
ま
で
（
天
候
に
よ
り

　
期
間
が
変
わ
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
）

灘
　
・
鑛

　
　
　
鐡

　
　
難

魏

欄

　
　
　
　
　
　
　
き

躍纒　
雛
’

第1プールの1コースが
フロアーマット（高さ40cm）の分だけ

○
時
間

第
一
プ
ー
ル

一
回
目
　
午
前
9
時
～
午
前
n
時
ま
で

二
回
目
　
午
後
1
2
時
3
0
分
～
午
後
2
時

　
　
　
　
3
0
分

三
回
目
　
午
後
2
時
3
0
分
～
午
後
4
時

　
　
　
　
3
0
分

※
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
十
日
ま

で
は
、
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
の

二
時
間
、
ナ
イ
タ
ー
で
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

第
二
・
第
三
プ
ー
ル

一
回
目

二
回
目

午
前
8
時
3
0
分
～
正
午
ま
で

午
後
1
時
～
午
後
4
時
3
0
分

ま
で

◎
利
用
料
金

○
中
学
生
以
下
　
　
五
〇
円

○
高
校
生
以
上
　
一
〇
〇
円

※
第
一
プ
ー
ル
の
一
コ
ー
ス
に
プ

ー
ル
フ
ロ
ア
ー
マ
ッ
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
　
（
写
真
）
小
学
校
の
低

学
年
で
も
安
心
し
て
水
泳
が
楽
し

め
ま
す
。
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．
…
勤
熊

灘蒙．

野

　
、
今
回
は
、
松
代
町
に
普
通
に
観

察
さ
れ
る
フ
ク
ロ
ウ
目
フ
ク
ロ
ウ

科
の
ア
オ
バ
ズ
ク
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
春
、
四
月
下
旬
こ
ろ
に
な
る
と

松
代
小
学
校
、
松
代
中
学
校
付
近

を
始
め
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、

夕
方
か
ら
夜
半
に
掛
け
、
ホ
ッ
ホ

ー
、
ホ
ッ
ホ
ー
と
鳴
い
て
い
る
の

が
、
今
回
登
場
願
っ
た
、
ア
オ
バ

ズ
ク
で
す
。
こ
の
鳥
は
日
本
に
夏

鳥
と
し
て
春
の
青
葉
が
出
そ
ろ
う

こ
ろ
に
渡
っ
て
来
ま
す
。
　
（
余
談

で
す
が
、
緑
色
を
ア
オ
、
青
色
を

ル
リ
と
区
別
し
て
鳥
な
ど
に
名
前

を
付
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
オ

オ
ル
リ
、
キ
ビ
タ
キ
、
ル
リ
カ
ケ

ス
、
コ
ル
リ
は
美
し
い
青
色
を
し

て
お
り
、
ア
オ
バ
ト
、
ア
オ
ジ
、

ア
オ
ゲ
ラ
な
ど
は
緑
色
で
す
。
）

　
松
代
町
で
は
、
私
が
勤
務
し
た

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
か

ら
一
九
八
八
年
ま
で
の
三
年
間
、

松
代
小
学
校
付
近
で
観
察
し
た
結

果
、
一
九
八
六
年
、
八
七
年
は
五

　　　シ

　オ毒
松ノ’ミ

　　や永ス
　ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗

月
一
日
、
一
九
八
八
年
は
四
月
三

〇
日
に
、
そ
の
年
の
最
初
の
鳴
き

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
松
代
町
へ
渡
来
す
る
時
期
は
、

四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
で
数
日

と
は
違
わ
な
い
で
渡
っ
て
来
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
本
種
の
生
，
息
す
る
場
所
は
、
標

高
千
m
位
ま
で
の
落
葉
広
葉
樹
林
、

針
葉
樹
林
の
ほ
か
、
人
家
近
く
の

林
、
屋
敷
林
、
神
社
、
寺
の
森
、

街
道
沿
い
の
杉
並
木
な
ど
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
営
巣
に

適
し
た
大
木
が
伐
採
さ
れ
て
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国

的
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
東
頸
城

郡
内
で
有
名
な
営
巣
場
所
は
、
安

塚
警
察
署
前
の
大
ケ
ヤ
キ
で
す
。

こ
の
大
ケ
ヤ
キ
に
毎
年
営
巣
し
、

　
　
　
　
ひ
な

か
わ
い
い
雛
の
姿
が
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
り
、
巣
立
ち
し
た
ば
か
り

　
ひ
な

の
雛
が
道
路
に
落
ち
て
警
察
に
保

護
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
も
枝
が
枯

れ
た
り
で
、
一
九
八
八
年
に
は
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
が
現
在
勤
務
す
る
津
川
警
察
署

の
裏
の
大
ケ
ヤ
キ
で
毎
晩
、
ホ
ッ

ホ
ー
、
ホ
ッ
ホ
ー
と
鳴
き
声
を
聞

か
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ア
オ
バ

ズ
ク
の
鳴
き
声
は
割
合
遠
く
ま
で

聞
こ
え
ま
す
が
、
大
き
さ
は
全
長

二
十
九
㎝
位
、
雌
雄
同
色
で
上
面

は
頭
か
ら
背
、
肩
羽
、
腰
、
上
尾

筒
は
黒
褐
色
で
額
は
白
色
、
下
面

は
胸
か
ら
腹
、
脇
は
褐
色
で
各
羽

の
両
側
の
縁
は
幅
広
い
白
色
の
た

め
、
白
色
の
太
い
縦
筋
に
見
え
、

尾
は
角
尾
で
暗
褐
色
の
幅
広
い
横

　
　
　
　
　
　
　
く
ち
ば
し

筋
が
数
条
あ
る
。
噛
は
暗
灰
色
で
、

脚
は
黄
褐
色
、
頭
部
に
は
耳
羽
は

な
く
、
尾
も
や
や
長
め
の
た
め
シ

ル
エ
ッ
ト
は
、
ワ
シ
、
タ
カ
に
似

て
い
ま
す
。
活
動
は
日
没
後
と
夜

明
け
前
に
活
発
で
、
主
に
夜
活
動
・

す
る
ガ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
セ
ミ
、

ネ
ズ
ミ
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。

他
に
、
小
鳥
類
や
コ
ウ
モ
リ
な
ど

も
食
べ
て
お
り
、
か
つ
て
農
林
省

に
勤
務
さ
れ
て
い
た
池
田
真
次
郎

博
士
が
食
性
調
査
を
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
昆
虫
が
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

松
代
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
ナ
イ

タ
ー
野
球
が
始
ま
り
ま
す
と
、
近

　
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
楽
し

ま
れ
て
い
る
花
火
は
、
我
々
日
本

人
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
の
一
つ
で
す
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
手
軽
に
扱

っ
て
い
る
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
も
、

正
し
い
扱
い
方
を
し
な
い
と
、
火

　
　
や
け
ど

災
や
火
傷
等
の
事
故
を
起
こ
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　
近
頃
の
花
火
は
、
高
く
飛
ぶ
も

の
や
「
ね
ず
み
花
火
」
の
よ
う
に

地
上
を
は
い
回
る
も
の
も
数
多
く

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
花
火
に
よ
る
火
災
と

し
て
、
高
く
上
が
っ
た
花
火
の
火

の
粉
が
屋
敷
に
落
ち
た
り
、
地
上

を
は
い
回
っ
た
花
火
の
火
の
粉
が
、

周
り
の
紙
く
ず
等
に
着
火
し
た
り

し
て
火
災
と
な
っ
た
例
が
あ
り
ま

す
。　

花
火
を
楽
し
む
時
は
次
の
こ
と

　　o●　　　　●

　　◎●

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

　
●
周
り
に
紙
く
ず
、
枯
草
等
燃

　
え
や
す
い
物
が
な
い
か
。

　
●
周
り
に
石
油
等
の
危
険
物
が

　
な
い
か
。

　
●
建
物
か
ら
離
れ
て
い
る
か
。

二
、
気
象
状
況
を
考
え
て
次
の
よ

　
う
な
時
は
花
火
を
止
め
る
。

　
●
火
災
警
報
が
出
て
い
る
時
。

　
●
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
時
や

　
乾
燥
注
意
報
等
が
出
て
い
る
時
。

三
、
子
供
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い
。

四
、
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

　
を
よ
く
読
む
。

五
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
た
く

　
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
付

　
け
た
り
す
る
こ
と
は
止
め
る
。

六
、
水
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
す
る
。

　
●
花
火
を
す
る
際
に
は
、
必
ず

　
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
等
を
用
意

　
し
、
点
火
に
使
っ
た
マ
ッ
チ
の

　
燃
え
か
す
や
、
花
火
の
燃
え
が

　
ら
を
入
れ
て
完
全
消
火
す
る
。
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く
の
電
柱
や
電
線
に
止
ま
っ
て
、

照
明
灯
に
集
ま
る
ガ
を
捕
食
す
る

の
を
観
察
で
き
ま
す
し
、
松
代
城

跡
公
園
の
展
望
台
の
照
明
に
集
ま

る
ク
ワ
ガ
タ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど

を
捕
食
し
周
囲
に
頭
部
だ
け
の
ク

ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
残
さ
れ

て
い
る
の
を
観
察
で
き
ま
す
。

　
繁
殖
期
は
五
月
か
ら
七
月
で
、

大
き
な
木
の
樹
洞
を
利
用
し
た
り
、

中
に
は
庭
石
の
間
や
材
木
の
積
み

重
ね
た
す
き
間
に
作
っ
た
り
、
人

工
の
樹
洞
の
巣
箱
を
利
用
し
ま
す
。

そ
し
て
中
に
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
位
の

真
白
い
卵
を
三
～
五
個
生
み
、
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な

卵
し
、
二
十
五
日
位
で
雛
は
ふ
化

し
て
親
か
ら
、
ガ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、

ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
餌
を
も
ら
っ
て
、

二
十
八
日
位
で
巣
立
ち
し
ま
す
。

巣
立
ち
し
た
幼
鳥
は
、
キ
リ
キ
リ
、

キ
リ
キ
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
の
よ
う

な
鳴
き
方
を
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

親
鳥
の
よ
う
に
、
ホ
ッ
ホ
ー
ホ
ッ

ホ
ー
と
鳴
く
の
に
三
年
位
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
繁
殖
し
て
秋
に
南
方
に

渡
去
す
る
の
で
す
が
、
本
種
の
越

冬
地
が
は
っ
き
り
分
か
っ
た
の
は

こ
れ
ま
で
に
一
回
し
か
な
く
、
そ

れ
ま
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に

渡
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
く
ら
い
に

し
か
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
七
年
（
昭

和
四
十
二
年
）
九
月
十
七
日
、
柏

崎
市
の
海
岸
の
ア
シ
原
で
標
識
し

た
本
種
が
、
二
か
月
後
の
同
じ
年

の
十
一
月
十
七
日
、
日
本
か
ら
三

千
二
百
㎞
離
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
ア
ン
チ
パ
ー
ロ

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
イ
グ
マ
ジ
オ
・

購
饗
搏

　
　
　
　
　
灘

アオバズク

ジ
ャ
デ
ー
ラ
さ
ん
に
捕
獲
さ
れ
、

そ
の
足
環
番
号
か
ら
、
初
め
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
ま
で
渡
っ
て
行
く
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
こ
ろ
か
ら
筆
者
は
標
識
調

査
の
勉
強
を
始
め
た
の
で
す
が
、

こ
の
話
を
聞
き
、
非
常
に
感
激
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
し
、
標
識
調

査
を
始
め
て
か
ら
、
鳥
の
調
査
に

の
め
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
体
重
約
百

九
十
修
位
の
ア
オ
バ
ズ
ク
が
、
よ

く
大
海
原
を
飛
ん
で
、
渡
り
を
す

る
も
の
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

鳥
の
渡
り
は
も
ち
ろ
ん
、
蝶
や
他

の
昆
虫
に
も
長
距
離
の
渡
り
を
す

る
も
の
も
お
り
ま
す
が
、
こ
の
渡

り
に
つ
い
て
は
、
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　

松
代
町
で
繁
殖
す
る
ア
オ
バ
ズ

ク
は
、
ど
こ
で
越
冬
す
る
の
か
関

心
が
あ
り
ま
す
が
、
案
外
渡
り
の

直
前
に
柏
崎
市
方
面
に
出
て
、
海

岸
付
近
の
ア
シ
原
や
林
な
ど
で
体

力
を
つ
け
、
海
岸
線
を
南
下
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
木
俣
修
の
ア
オ
バ
ズ
ク
の
歌

で
、
こ
の
項
を
終
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

幼
子
は
　
ひ
と
り
寝
に
つ
け
り

勃影わ

億

と
ほ
き
木
群
に
暗
き

　
そ
め
し
か
ぼ

※
　
五
月
、
六
月
と
二
か
月
間
も

　
個
人
的
な
理
由
で
休
ま
せ
て
も

　
ら
い
、
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん

　
で
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
頑

　
張
っ
て
書
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い

　
　
　
　
　
犠
難
騰
糠
壌
翻
纏
、
装
繍

　
松
代
町
を
も
っ
と
P
R
し
よ
う

と
、
こ
の
ほ
ど
町
と
商
工
会
が
共

同
で
、
松
代
町
P
R
用
の
包
装
紙

を
作
成
致
し
ま
し
た
。
水
色
の
地

の
中
に
、
松
代
町
の
名
所
・
旧
跡

や
イ
ベ
ン
ト
、
祭
の
写
真
等
が
力

　
　
騨

　　　　　　　　一　竃、餅騨

P　R用包装紙に包まれた．：、るさと便

ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
包
装
紙
を
ふ
る

さ
と
便
等
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
商
工
会
で
は
商
店
の
方
々

か
ら
、
お
中
元
や
お
歳
暮
、
引
出

物
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

商
工
会
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
枚
三
十
円
で
お
分
け
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
お
中
元
や
お
歳
暮
を

お
買
い
に
な
る
時
は
、
地
元
の
商

店
を
利
用
し
、
商
品
と
一
緒
に
、

ぜ
ひ
こ
の
包
装
紙
を
ご
指
定
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
中
元
・
お
歳
暮
に

　
ふ
る
さ
と
便
も

　
　
ご
利
用
下
さ
い
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田
沢
ト
ン
ネ
ル
内
で

耕
運
機
に
乗
用
車
が
追
突
！

　
　
灘
運
騰
⑳
擬
縢
繊
欝
驕
灘
・

　
最
近
、
反
射
板
の
付
い
て
い
な

い
耕
運
機
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

夕
暮
時
、
こ
れ
が
な
い
と
他
の
運

転
者
に
と
っ
て
、
発
見
が
遅
れ
が

ち
に
な
り
ま
す
。
反
射
板
を
取
付

け
、
い
ち
早
く
相
手
に
、
自
分
の

、
－
、
欝
、
・
騨
㎜

存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
自
己

防
衛
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
反
射
板
が
付
い
て
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
農
機
具
販
売
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
一
組
六
百
円

程
度
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
購
騨
轡
鹸
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
鞘
嬢
、
講
慧
、
紫
臨
　
　
数
を
検
討
）

　
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

（
会
長
、
市
川
明
治
）
で
は
、
青

少
年
が
、
心
身
と
も
健
や
か
に
成
長

さ
れ
ま
す
よ
う
真
剣
に
考
え
、
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
標
語
を
通
し
、
活
動
効
果

を
あ
げ
る
た
め
、
次
に
よ
り
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
応
募
要
項
〕

○
内
容
ー
明
る
い
家
庭
、
非
行
防

　
止
、
社
会
奉
仕
事
業
等
、
青
少

　
年
健
全
育
成
に
役
立
つ
標
語
で

　
あ
る
）
」
と
。

○
〆
切
陸
七
月
二
十
五
日
（
水
）

○
応
募
区
分

　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

　
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）

○
入
賞
ー
各
部
門
ご
と
に
特
選
一

◎
入
賞
者
に
は
記
念
品
を
添
え
て

　
表
彰
い
た
し
ま
す
。

清
水
小
学
校
を

生
涯
学
習
に
ご
活
用
下
さ
い
。

　
休
校
に
伴
い
、
清
水
小
学
校
を

町
民
の
文
化
活
動
の
場
と
な
る
よ

う
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
教
室
や
図
書
室
を
衣
替
え
し
、

第
1
～
第
5
研
修
室
と
し
ま
し
た
。

　
階
段
を
上
が
れ
ば
り
っ
ぱ
な
体

育
館
が
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
は
最
適

，
で
す
。
シ
ャ
ワ
ー
も
完
備
し
、
寝

袋
も
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
宿
泊

も
で
き
ま
す
．

　
社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
文
化

活
動
等
、
お
気
軽
に
ご
利
用
願
い

ま
す
。

〔
開
放
の
範
囲
〕

1
、
学
校
の
管
理
下
に
お
い
て
行

　
う
教
育
活
動
等
の
行
事
。

2
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
文

　
化
活
動
等
を
目
的
と
す
る
団
体

　
が
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
行

　
・
つ
行
事
．

3
、
複
数
の
住
民
が
行
う
、
教
育
、

　
体
育
、
文
化
、
福
祉
等
の
向
上

　
を
目
的
と
し
た
行
事
。

4
　
そ
の
他
、
松
代
町
教
育
委
員

　
会
が
特
に
使
用
を
承
認
し
た
行

　
事
．

〔
開
放
を
承
認
し
な
い
も
の
〕

1
、
営
利
が
伴
う
も
の
及
び
個
人

　
の
た
め
の
利
用

2
、
興
業
等
催
物
の
た
め
の
利
用

3
、
飲
酒
が
伴
う
も
の

4
、
公
の
秩
序
、
又
は
善
良
な
風

　
俗
を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
教

　
育
委
員
会
が
認
め
た
も
の

〔
利
用
申
し
込
み
〕

　
教
育
委
員
会
（
公
民
館
）
に
申

請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の

上
提
出
願
い
ま
す
。

〔
使
用
料
〕

　
紐
川
料
で
す
．

※
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
以
外

　
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

、
、
灘
織
u
礁
購
灘
難
鰯
灘
魑
騒
鐡
韓
擢
蟷
職
岨
糧
㈱
－
濾
識
蚕
鱗
5
懸
錘
ろ
鰻
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畑
職
魏
礪
や
犠
獲
強
お
桝
匿
響
ひ
る
ぽ
額
艘
纏
に
や
絶
短
翁
お
臓
匿
億
ぴ
遷
、
ぽ

電
話
加
入
の
名
義
人
が
死
亡
さ
拠
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
N
鴇
、
黙
へ
お
　
溺
鱗
、
聾
懸
懸

　
電
話
加
入
契
約
の
契
約
織
叢
講
礁
方
が
、
死
亡
憲
羅
難
嚇
糞
．

ま
せ
ん
と
次
の
よ
う
な
不
灘
懸
難
盤
難
慧
撒
．

　
・
　
電
話
加
入
権
の
撮
購
難
瀟
騰
礁
纏
嚢
縷
灘
雛
．

　
●

　
　
ま
す
。

　
・
　
電
話
帳
に
死
亡
愚
難
難
灘
の
お
嶽
離
嬢
編
載
慈
灘
て
い
る
場
合
、

　
　
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
熊
難
㈱
慧
謙
灘
．
、

い

纐
飛
権
の
承
継
篠
鞭
嚇
羅
灘
届
け
が
あ
り

料
金
請
求
書
な
菰
鱗
灘
懇
か
ら
鋤
お
獺
霧
懸
⑳
宛
名
が
死
亡
さ
れ
た
方
の
お
名
前
…
鞠
謙
ま
継
続
さ
れ

新
し
い
電
話
娠
灘
畿
行
さ
れ
て
も
、

　
お
届
け
の
お
済
み
で
な
、
懸
欝
檬
．
謹
の
際
ぜ
ひ
桑
続
懸
蓬
蓬
趨
総
慈
謙
績
灘
願
鱒
鱒
懸
縷
慧
ず
。

　
手
続
き
は
、
N
T
T
に
傭
欝
蕪
灘
、
麟
、
顯
魏
笑
承
継
届
書
覇
織
認
載
・
翻
翻
縷
．
欝
籍
騰
鵡
騰
場
合
に
よ
っ

て
は
抄
本
）
を
添
え
て
N
T
雛
鐵
灘
灘
叢
簸
べ
ご
提
出
下
さ
い
．

　
な
お
、
手
続
き
に
あ
た
っ
て
嫁
．
難
欝
雌
N
T
T
安
塚
営
業
所
（
費
灘
i
叢
璽
◎
㊤
畷
磯
ご
照
会
い
た
だ

け
れ
ば
、
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
で
謙
説
明
い
た
し
ま
す
。

行
慌
黍
明
の
鰍
幽
捜
す
相
談
所

　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ
（
無
料
）

　
警
察
で
は
、
八
月
の
一
ヵ
月
間

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
左
表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で

　
○
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出

　
　
を
し
た

　
○
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か

　
　
ら
な
く
な
っ
た

　
○
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶

一
、

も

　
　
　
　
　
　
Z

　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
2

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
づ

紛
、
．
、
騒
イ

　
　
雰
　
　
　
　
　
佑

　
　
　
　
　
勿
”

．
γ
・
N

　
　
矯
、
　
ひ
明
鵠

　
　
　
し

　
　
　
e
ζ

　
　
　
ロ
ワ
　
　
　
　

心
’
・
ぞ

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　ト
＿r、㌧享導y曽斗

　
　
え
た

等
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ
ず
お

困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
所
で
は
、
全
国
各
地
で
亡

く
な
ら
れ
、
身
元
の
分
か
ら
な
い

方
の
写
真
や
、
持
ち
物
な
ど
の
資

料
を
多
数
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

巡
回
相
談
所
（
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

　
県
警
で
は
、
若
さ
と
情
熱
に
あ

ふ
れ
た
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
．－

、
受
験
資
格

　
　
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
か

　
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
れ
た
男
子
で
、
高
等
学

　
校
卒
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

2
、
試
験
日

　
第
一
次
試
験

　
　
九
月
＋
六
日
旧

　
第
二
次
試
験

　
　
＋
月
下
旬

3
、
受
付
期
間

　
　
七
月
九
日
㈹
か
ら
九
月
一
日

　
ω
ま
で

4
、
採
用
予
定
年
月
日

　
　
平
成
三
年
四
月
一
日

　
詳
し
い
こ
と
は
、
安
塚
警
察
署
、

派
出
所
、
最
寄
り
の
駐
在
所
に
お

月
　
　
　
　
日

場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

八
月
六
日
（
月
）

三
　
条
警
察
署
（
電
話
三
二
ー
一
三
三
一
）

八
月
七
日
（
火
）

新
発
田
警
察
署
（
電
話
二
二
－
五
一
五
一
）

八
月
八
日
（
水
）

長
　
岡
警
察
署
（
電
話
三
二
－
二
一
二
一
）

八
月
＋
日
（
金
）

上
越
北
警
察
署
（
電
話
四
三
ー
三
二
二
）

二
、
常
設
相
談
轟
幌
霧
赫
謄
鴨
醗
．
）

月

日

八
月
中
（
巡
回
相

談
日
、
日
曜
日
及

び
第
二
・
第
四
土

曜
日
を
除
く
）

場

所

県
警
察
羨
磁
∵
」
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開催・8／25㊤～26◎1泊2日
安塚町役場に9：30集合（直接車でおこしください）

人数1チーム4名・50チーム
参加費20，000円（4人1組）
　　（宿泊代及び25日昼・夕食、26日朝・昼食付き）

賞品優勝チ’一ム宿泊券（4名様分）
　　2位以下は、リゾート14市町村の特産品（15位まで）

　　　　　　岬　　w

　
　
4
〆

　
・
瞳
ノ
、
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←

り

、

團応募要領

●応募対象／①原則として家族を中心とした編成で4人参加であること。

　　　　　②運転免許を有する方（運転歴1年未満の方は除く）を含み、マ

　　　　　　イカーを有していること。

　　　　　③小学生高学年以上であること。

●応募期日／7月1日（日）～7月20日（金）まで（当日消印有効）

●応募方法／官製ハガキに参加者4人の氏名、性別、年齢、職業（学生は学年

　　　　　を記入）、郵便番号、住所、電話番号、代表者の氏名及び運転免許
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●当選発表／当選チームには、8月3日（金）までに直接代表者にお知らせします。

〈宛先＞ 〒950新潟市新光町4番地1
新潟県企画調整部土地利用対策課リゾート推進室
（お問合わせ盈025（285）5511・内線2406）
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松
代
で
社
会
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
、
す

で
に
三
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
に
就
職
が
決
ま
っ
た
直

出
発
点
に
立
つ
て

佐
藤
靖
子
さ
ん
（
室
野
）

題
露
撚
額
灘

　
　
　
　
　
轄
、
　
蓑

　
　
　
　
　
　
　
霧

．
蟹
垂
難
軽
馳

後
で
し
ょ
う
か
、
短
大
の
あ
る
先

生
に
”
都
会
と
田
舎
は
ど
ち
ら
が

い
い
か
”
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
書

く
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

私
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
課
題
の

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
は
ど
ち
ら
に
軍
配
を

揚
げ
た
で
し
ょ
う
。
優
柔
不
断
な

性
格
の
た
め
か
、
ど
ち
ら
と
も
つ

か
な
い
結
論
に
至
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
概
要
は
こ
う
で
す
。

『
都
会
で
は
何
で
も
で
き
る
。
遊

び
に
行
き
た
け
れ
ば
電
車
に
乗
れ

ば
い
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
た

け
れ
ば
“
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
”
を
見

れ
ば
い
い
。
と
こ
ろ
が
田
舎
で
は

そ
う
は
い
か
な
い
。
で
も
や
っ
ぱ

り
、
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
も
謝
ら
な

い
人
が
増
え
て
い
る
都
会
よ
り
、

田
舎
の
方
が
あ
た
た
か
み
を
感
じ

る
…
…
。
』

　
最
近
こ
の
こ
と
を
非
常
に
強
く

感
じ
ま
す
。
す
れ
ち
が
う
人
が
声

を
か
け
て
く
れ
る
…
…
松
代
に
帰

っ
て
来
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間

で
す
。

　
私
は
ド
ー
ム
球
場
の
近
く
で
寮

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
友
人

と
遊
ん
だ
り
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た

り
、
徹
夜
で
勉
強
し
た
り
、
レ
ポ

ー
ト
や
論
文
に
苦
し
ん
だ
こ
と
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
こ

と
に
興
味
が
湧
き
、
あ
れ
こ
れ
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
松
代
は
都
会
の
よ
う
に
交
通
の

便
が
良
く
な
か
っ
た
り
と
難
点
も

あ
り
ま
す
が
、
私
に
は
や
り
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
の
中

で
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
い
つ
も
自
分
の
中
で
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
開
拓

精
神
）
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
「
面
白
か
っ
た
で
す
よ
」
と
か
、

「
お
巡
り
さ
ん
の
写
真
間
違
え
て

大
変
で
し
た
ね
」
な
ん
て
言
わ
れ

る
と
、
「
こ
ん
な
広
報
で
も
見
て
い

て
く
れ
る
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
、

そ
ん
な
人
に
は
思
わ
ず
身
も
心
も

捧
げ
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
農
繁
期
に
猫
の
手
も
借
り
た
い

ほ
ど
忙
し
い
方
は
、
こ
の
手
を
使

わ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

日
中
は
あ
ま
り
役
に
は
立
ち
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
で
も
猫
よ
り
は
ま
し

か
と
思
い
ま
す
し
、
夜
は
米
（
た

だ
し
酒
米
）
の
消
費
拡
大
に
、
大

い
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
突
然
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

広
報
係
に
な
っ
て
三
ヵ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
締
め
切
り
に
追
わ
れ
な

が
ら
、
セ
ン
ス
の
無
い
頭
で
作
る

広
報
は
、
広
報
な
ん
て
言
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん

か
ら
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、

楽
し
い
広
報
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
話
題
や
写

真
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
で
も

結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口

衡
難
潟
難
麟
醗
灘
灘
鑛
鶴
藁
轄
緯
、
、

睡
鑑
鱒
響
漢
藝
馨
縷
疹
畿
馨
馨

纏
叢
麟
灘
懇
灘
諜
繕
灘
嚢
欝
、

　
　
　
、
、
鰹
纂
灘
馨
霧
、
難
樽
撚
欝
糊
、
、

醐
講
欝
響
叢
．
鷲
、
灘
雛
藩
灘
叢
・
灘

　
　
p
、
熱
鑛
難
　
鑛
馨
縣
鞍
羅
難

鱗
騰
嚢
蕪
謹
馨
覇
鑛
・
顯
馨
灘

　
　
騰
難
繋
、
、
灘
㈱
・
懇
灘
灘
聯
、

麟
逡
灘
藻
懸
韓
、
、
灘
灘
簸
蒙
霧
灘

　
　
…
勝
繋
灘
　
諜
騰
繊
灘
難
卿

講
嚢
多
鱒
鑛
灘
遜
懲
鱗
婚
難

灘
難
　
欝
p
欝
縫
灘
懇
蕪
、
、
．

　
　
　
　
　
郷
鑛
鞭
・
藤
欝
難
影

難
藤
襲
鵬
　
鐵
　
、
欝
鑛
難
、
、

　
　
　
　
　
　
燐
灘
灘
鰍
、
鑛
鍵
嚢

鐸
暴
編
馨
覇
鱒
鎌
鎌
携
蘂
嚢
耀

慧
　
　
灘
灘
鐸

灘　
　
灘
鍵
織

繍

郷
㎜
灘
慧

　
　
灘
灘

灘
灘
織
　
灘
難
灘
甥

　
　
灘
歳
、

　
　
騰
難
灘
麟
耀
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嚇
覧

、

』
▼
，

詣

e
　
　
’

『
．
7

ぞ

葱　蕩

　ご

ー
　
　
「
，

あ

二盤，

菱、

飯，

　
し
な

暦
・
・
ら
パ
昌
、

、
’
　
　
　
4
・
　
い
一
へ

目
覚
め
て

相
沢
　
ヨ
シ
子

目
覚
め
て
尚
　
床
に
身
を
横
た
え
た
ま
ま

ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
く

だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
っ
て
く
る
部
屋
の
う
ち
を

見
回
し
て
い
た
り
す
る

そ
ん
な
時

子
供
の
頃

ふ
と
口
ず
さ
ん
で
い
る
歌
が
あ
る

誰
か
の
口
づ
た
え
に
覚
え
た
歌
だ

か
ら
す
が
か
あ
か
あ
鳴
い
て
い
る

す
ず
め
も
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
鳴
い
て
い
る

障
子
が
明
る
く
な
っ
て
き
た

早
く
起
き
な
い
と
遅
く
な
る

「
早
く
起
き
な
い
と
遅
く
な
る
…
…
」

私
に
も
そ
う
言
っ
て
過
ご
し
た
朝
が
あ
っ
た

子
供
を
叱
っ
た
り
　
は
げ
ま
し
た
り

せ
わ
し
く
賑
や
か
だ
っ
た
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

「
早
く
　
早
く
」
と
夫
や
子
供
た
ち
を
急
か
し

自
分
自
身
を
も
急
き
た
て
て
い
た
日
々

今
は
そ
う
し
た
日
々
を
遠
く
過
ぎ
て

安
ら
ぎ
と
も
　
寂
し
さ
と
も
分
か
ち
難
い
思
い

あ
あ
　
も
う
急
ぐ
こ
と
は
何
も
な
い
の
だ

無
為
で
手
応
え
の
な
い
　
こ
の
老
い
の
人
生

け
れ
ど
　
涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
い
と
お
し
く

思
う
時
が
あ
る

．

嗣め轡

オ
レ
ぱ

小
曲
逼
い
さ
之

上
げ
マ
く
取
　
　
～

跨
曾
　
し

し
し
う
ヘ
ヤ
ン
し

な
い
　
＼

。
擁

厄
　
緊

＼
　
、
　
　
　
ノ

輝蔵
ま
ん
て
7
，

ま
ん
て
．
）

　
ギ
に
よ

πへ

》
騒

ほ
か
ト
、

し
z
7
し
3

歯
ミ
み
か

み
る
ん
じ
や

4
な
い
の

〃野

；
　
置

だ
け
さ
樽

　
　
　
匹

　
．
）捧　　

・
『
勺

　
　
ク

鷺
、
b晦撒

勿塗藩
弄
　
7

三
套
．
多
’

羅
に
僕
惹
花

　
　
　
　
へ

諸
鍵
瀕
薯
灘
．
轟

撫

　
　
欝
、
、

獺
灘
轄
難

　
　
垂

騰
　
　
饗
、

　
　
　
　
灘

雛

購

灘

欝

　
俗
名
、
ア
ズ
キ
ナ
と
い
う
。

若
葉
4
、
5
月
頃
、
早
春
の
山
菜

と
し
て
栄
養
価
も
高
く
、
非
常
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
自
生
地
は
、
日
当
た
り
の
よ
い

　
　
　
　
原
野
、
丘
陵
、
低
山
に

　
　
　
　
多
い
。
多
年
草
で
根
は

　
　
　
　
丈
夫
で
基
部
は
木
質
で

　
　
　
　
堅
い
。
茎
は
多
数
束
に

　
　
　
　
な
っ
て
生
え
る
。
高
さ

　
　
　
　
は
8
0
セ
ン
チ
く
ら
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
　
葉
は
短
い
柄
が
あ
り
、

　
　
　
　
互
い
違
い
に
生
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
　
　
花
は
短
い
柄
が
あ
っ

　
　
　
　
て
、
葉
の
脇
か
ら
4
セ

　
　
　
　
ン
チ
ほ
ど
の
所
に
や
や

　
　
　
　
片
側
に
向
い
て
、
赤
紫

　
　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

圏
　
　
白
先
黒
死
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ヨ
セ
を
打
つ
つ
も
り
で
。

　
　
5
分
で
1
級
、
2
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

。手r乃醜「ユ9日宰に，ラ蓄二》挺驚⑦一　く

⑦二糊日・朗⑦階騒蜘、勒／
温、4僻と．イ緬旧〈坦鰯〉i

9「
　
　
巴


